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能と考えられる案 1 について，CAD による人体との関係
などをシミュレーションし，基本設計を行った（図 10）．
 また，動き方のシミュレーションを行い，使いやすさの



















































































業の比較検証を，平成 24 年 1 月 28 日（土）に札幌市内
にある施設で行った．検証当日の外気温は－ 4 度で，実
験協力者には 20 代から 60 代の男女の計 8 名の被験者に
協力してもらい，評価点（○：2 点，△：1 点，×：0 点）
による簡易的な評価手法による評価を行った．評価に関
しては，「雪集め作業に関する評価」，「移動に関する評価」，
「排雪に関する評価」，「保管に関する評価」の合計点で評
価した．評価結果を表 1 に示す．評価点ではどの項目も
従来型スノーダンプの評価が高く，従来型スノーダンプ
の評価点合計が 59 点と改良型スノーダンプを上回る結果
となった．特に大きな評価の差が生じたのは「保管に関
する評価」でありその差は 11 点である．しかし，そのほ
かの評価項目では 2 点以内の差であるため，作業等に関
しては従来型スノーダンプと同等の高い評価を得ている
と考える．また実験協力者には「良い評価」と「悪い評
価」として自由な意見を求めた．その結果，改良型試作
図 20　従来型との姿勢の差
図 19　従来型スノーダンプとの比較検証
　その結果，マスコミにも取り上げられ，一般市民より
高い関心を寄せられることとなり，改良研究の成果はあ
る程度達成することができた．しかし来場者の関心はい
くらで販売するのかというコスト面であり，従来型のス
ノーダンプに対しどのくらいまでのコストアップででき
るのかなど，今後の検討課題が明らかになった．
４- ２）特許申請
　今回研究制作した改良型スノーダンプは，これまでに
ない考案であり，大学として下記 2 件の特許取得を申請
することができた．
特願 2012-19235　【要約】雪を押し集める作業及び雪
捨て作業を軽減する為，シーソー型受圧板部を足で踏み
つけ，最も力のいる初期のホッパ持ち上げを行った後，
ハンドル部を前方に押し出すことで，雪捨て時に雪捨て
場から離れた所からの雪捨てを可能とした．さらに駆動
用タイヤを備えることで雪のない路面での移動も可能に
した除雪具に関する考案
特願 2012-019244　【要約】雪を押し集める作業及び雪
捨て作業を軽減する為，足で踏みつける事で，リンク機
構がホッパ部を持ち上げ雪捨て時に雪捨て場から離れた
所からの雪捨てを可能とし，さらに駆動用タイヤを備え
ることで雪のない路面での移動も可能にした除雪具に関
する考案
上記 2 件の特許申請ができたことにより新規性の面で
の成果は得られたと考える．
５.　今後の課題
　展示会での評価でも明らかになったように，機能面で
は明らかに従来型スノーダンプより除雪姿勢の改善やタ
イヤによる除雪具底面の傷つき防止効果は得られたと考
えるが，広く一般市民の方々に使っていただけるように
するためには，重量を軽くすることと，コスト面からの
再検討が必要である．重量に関しては，鉄棒と鉄板を使っ
ての試作のため，24 ㎏と重いものになってしまった．実
際の商品化の際はプラスチックやアルミパイプを用い軽
量化が可能と思われるが，構成材が多くなる分コストが
高くなると予想される．低コストで楽な姿勢で排雪作業
ができる新型スノーダンプの研究を，これからも継続し
ていく予定である．
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図 21　札幌モーターショーでの除雪具展示
